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―
昨
年
度
の
業
績
は
。

　
各
部
署
と
も
、
お
お
む
ね
好
調
に
推
移
し

ま
し
た
。
昨
年
４
月
に
稼
働
し
た
「
倉
敷
水

島
物
流
セ
ン
タ
ー
」
は
満
床
状
態
で
、
コ
ン

テ
ナ
関
係
の
港
湾
・
倉
庫
な
ど
各
部
門
も
既

存
・
新
規
を
含
め
て
受
注
が
堅
調
で
す
。
通

関
部
門
で
は
、
業
務
量
に
比
例
す
る
扱
い
件

数
が
過
去
最
高
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
０
５
年
に
参
入
し
た
ラ
イ
フ
ケ
ア
事
業

部
に
関
し
て
も
、
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
当
社
第
１
号
「
ヴ
ィ
ラ
・
プ
ラ
ン
タ
ン

せ

と
う
ち
」（倉
敷
市
）
と
、
４
年
前
に
開
所
し
た

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
ヴ
ィ
ラ

・
プ
ラ
ン
タ
ン

お
か
や
ま
」
（
岡
山
市
）

が
軌
道
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
各
部
門
と
も
好

調
を
維
持
で
き
た
こ
と
で
、
ト
ー
タ
ル
で
増

収
増
益
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
―
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
（人
材
の
多
様
性
）

の
推
進
に
も
積
極
的
で
す
。

　
出
産
・
育
児
休
暇
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
小

学
校
卒
業
ま
で
短
時
間
勤
務
が
で
き
る
な

ど
、
女
性
社
員
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
昨
年
�
月
１
日
付
で
、
倉
敷
市

か
ら
「
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
所
」
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。
知
的
障
害
な
ど
の
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
方
や
外
国
人
、
シ
ニ

ア
も
積
極
的
に
採
用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は

ベ
ト
ナ
ム
人
技
術
者
を
採
用
し
、
今
春
は
支

援
学
校
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
受
け
入
れ

た
２
人
の
う
ち
１
人
が
内
定
。
多
様
な
人
材

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
、
地
域
に
も

貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
―
健
康
経
営
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
従
業
員
や
そ
の
家
族
の
健
康

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
３
月
に
は
経
済
産
業
省
と
日
本
健
康
会

議
が
共
同
で
顕
彰
す
る
「
健
康
経
営
優
良
法

人
２
０
２
０
（
中
小
規
模
法
人
部
門
）
」
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
社
は
シ
ニ
ア
層
の
幹

部
社
員
も
多
い
こ
と
か
ら
、
共
に
働
く
社
員

や
家
族
の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
で
、
生
産

性
・
収
益
性
を
一
層
高
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
―
３
カ
年
計
画
最
後
の
年
と
な
り
ま
し

た
。
今
期
以
降
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
展

望
や
方
針
を
お
持
ち
で
す
か
。

　
最
近
の
米
中
貿
易
問
題
、
東
南
ア
ジ
ア
情

勢
な
ど
の
影
響
に
鑑
み
て
、
２
０
２
０
年
度

期
は
楽
観
視
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
終
年
は
生
産
性
の
向
上
、
仕
事
の
効
率
化
、

新
技
術
の
検
討
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

強
い
社
内
体
質
づ
く
り
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

諸
外
国
の
成
長
の
源
泉
を
取
り
入
れ
る
べ

く
、
社
員
を
東
南
ア
ジ
ア
へ
派
遣
し
て
調
査

・
研
究
を
深
め
、
海
外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
つ
か
め
れ
ば
と
構
想
し
て
い
ま
す
。


